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成田ゆかりの人物伝（22）【木村荘太】

木
村
荘
太
（
き
む
ら
　
そ
う
た
）

東
京
両
国
吉
川
町
（
現
在
の
中
央
区
）
に
生
ま

れ
る
。
小
説
家
・
評
論
家
。
大
正
12
年
34
歳
の
と

き
遠
山
村
久
米
野
に
移
り
住
む
。

成
田
で
の
著
書
に
『
晴
耕
雨
読
集
』『
農
に
生
き

る
』『
林
園
賦
』『
魔
の
宴
』
な
ど
が
あ
る
。

大
正
12
年
９
月
１
日
、
木
村
荘
太
は
関
東

大
震
災
に
遭
遇
し
、
都
会
を
去
る
思
い
が
つ

の
り
、
か
つ
て
宮
崎
県
の
日
向
の
「
新
し
き

村
」
に
い
た
宮
田
富
三
郎
に
「
三
里
塚
に
君

も
来
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、
同
年
12
月
、
遠

山
村
久
米
野

く

め

の

（
成
田
市
）
に
移
住
し
た
。
荘

太
34
歳
の
と
き
で
あ
る
。

当
時
、
木
村
荘
太
は
、
文
壇
で
一
応
名
が

と
お
り
、
文
学
史
に
も
そ
の
名
を
残
す
存
在

で
あ
っ
た
。

荘
太
は
明
治
22
年
２
月
３
日
、
東
京
両
国

吉
川
町
に
牛
肉
店
「
い
ろ
は
」
経
営
者
木
村

荘
平
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

同
29
年
、
浅
草
橋
近
く
の
千
代
田
小
学
校

に
入
学
。
ま
も
な
く
同
級
生
の
悪
口
か
ら

「
愛
人
の
子
」
と
い
う
自
分
の
出
生
を
知
っ

た
。父

の
荘
平
は
、
東
京
名
物
と
も
い
え
る
牛

両
国
の
牛
肉
店「
い
ろ
は
」に

育
っ
た
荘
太

肉
店
（
牛
飯
店
）
を
市
内
に
20
軒
ほ
ど
経
営

し
て
い
た
。
さ
ら
に
荒
川
区
に
は
葬
儀
社
も

も
っ
て
い
た
。
投
機
師
、
巨
商
と
も
い
わ
れ

た
が
、「
彼
が
こ
の
世
に
遺
し
た
妻
は
十
数

人
、
生
前
に
認
知
し
た
実
子
は
女
十
七
人
、

男
十
三
人
、
か
っ
き
り
計
三
十
名
だ
っ
た
」

と
北
荻
三
郎
著
『
い
ろ
は
の
人
々
』（
文
化
出

版
社
発
行
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
荘
太
自
身
が
最
後
の
作
品
と

も
い
う
べ
き
『
魔
の
宴
―
前
五
十
年
文
学
生

活
の
回
想
―
』
の
中
で
「
そ
れ
だ
け
で
も
私

に
堪
え
ら
れ
な
い
気
を
さ
せ
る
も
の
だ
っ

た
。」
と
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
兄
弟
の
中
で
、
荘
七

そ
う
し
ち

は
俳

優
に
、
荘
十

そ
う
じ
ゅ
う

は
作
家
に
、
荘
十
二

そ

と

じ

は
映
画
監

督
と
し
て
活
躍
し
著
名
な
人
材
と
し
て
名
を

な
し
て
い
る
。

荘
太
は
明
治
39
年
３
月
、
東
京
京
華
中
学

校
を
卒
業
後
、
進
学
を
許
さ
れ
ず
牛
肉
店
の

家
業
に
従
事
し
た
が
、
自
学
自
修
し
築
地
で

サ
マ
ー
女
史
に
英
語
を
学
ん
だ
。
同
40
年
こ

ろ
か
ら
は
翻
訳
の
業
に
専
念
し
、
大
正
年
間

10
代
か
ら
文
学
を
志
し

多
く
の
文
人
と
交
流
す
る

に
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
ー
、
メ
ー
テ
ル
リ

ン
ク
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
等
の
文
学
書
を
英

訳
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
「
ト
ロ
イ
ラ
ス
ク
レ

ン
ダ
」
な
ど
を
英
語
よ
り
翻
訳
し
て
い
る
。

一
方
、
荘
太
の
文
学
へ
の
志
向
は
強
く
、

明
治
40
年
10
月
、
硯
友
社
主
催
の
紅
葉
祭
に

参
加
。
ま
も
な
く
生
田
葵
山

い
く
た
き
ざ
ん

の
文
学
会
に
参

加
。
文
人
達
と
の
交
わ
り
を
深
め
て
い
っ
た
。

同
41
年
、
荘
太
の
処
女
作
が
「
新
思
潮
」

に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
小
山
内
薫

に
知
己
を
得
、
さ
ら
に
島
崎
藤
村
に
誘
わ
れ

て
「
龍
土
会
」
に
出
席
。

こ
の
間
、
同
42
年
、
兄
嫁
の
妹
・
満
喜
と

結
婚
す
る
。

同
43
年
、
荘
太
は
、
後
藤
末
雄
、
和
辻
哲

郎
、
谷
崎
潤
一
郎
ら
と
第
二
次
「
新
思
潮
」

を
刊
行
し
、
第
一
号
に
評
論
「
チ
ェ
ー
ホ
フ

の
脚
本
」
を
書
し
た
。

同
45
年
、
妻
満
喜
と
離
婚
し
家
を
出
て
、

し
ば
ら
く
島
崎
藤
村
庇
護

ひ

ご

の
下
で
暮
ら
す
。

大
正
２
年
、
伊
藤
野
枝
を
知
り
、
彼
女
と

大
変
な
文
通
を
重
ね
る
恋
愛
と
な
り
、
そ
の

文学生活のすべてをつづった
自伝小説『魔の宴』
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経
緯
を
小
説
『
索
引
』
と
し
て
発
表
。
荘
太

は
そ
の
後
、
異
母
妹
清
子
と
同
居
。

同
７
年
、
秋
田
県
平
澤
町
出
身
の
婚
約
者

斉
藤
モ
ト
と
と
も
に
、
人
間
の
真
・
善
・
美

を
求
め
よ
う
と
い
う
武
者
小
路
実
篤
の
「
新

し
き
村
（
宮
崎
県
日
向
村
）」
づ
く
り
に
共
鳴

し
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
参
画
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
村
の
運
営
を
め
ぐ

っ
て
対
立
し
、
村
を
離
れ
て
帰
京
す
る
。

同
８
年
12
月
２
日
、
長
男
令
男

れ

お

、
４
年
後
、

長
女
彩
（
通
称：

彩
子
）
が
誕
生
。

同
10
年
、
後
の
同
盟
通
信
社
（
社
長
岩
永

裕
吉
）
に
入
り
、
米
国
向
け
日
本
文
化
事
情

紹
介
の
資
料
を
編
集
、
そ
の
傍
ら
米
国
新
聞

雑
誌
記
事
の
翻
訳
に
当
た
り
月
刊
『
世
界
の

批
判
』
編
集
も
行
っ
て
い
る
。
同
11
年
、
動

物
愛
護
日
本
人
道
会
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ヒ
ュ
ー

メ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
主
事
に
就
任
し
て
い

る
。大

正
12
年
、
荘
太
の
一
家
が
遠
山
村
に
移

り
住
ん
だ
。
こ
こ
で
の
生
活
は
、
文
筆
で
の

稼
ぎ
と
東
京
の
書
店
や
出
版
社
、
友
人
に
掛

け
合
っ
て
借
金
を
し
た
り
の
生
活
で
苦
難
の

日
々
が
続
い
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
10
年
間
の
生
活
を
ま

と
め
た
『
農
に
生
き
る
』
の
著
書
に
は
、
田

園
生
活
を
楽
し
み
、
愛
す
る
思
い
も
強
ま
っ

て
い
る
。
同
著
の
「
田
園
雑
稿
」
で
は
、

貧
乏
村
の
先
生
と
な
ら
ん
か
日
本
中
の
は
げ

山
に
樹
を
植
ゑ
ん
か
と
存
候

と
い
う
子
規
の
歌
に
心
境
を
託
し
た
り
、
ま

た
ト
ル
ス
ト
イ
の
生
誕
１
０
０
年
の
記
念
と

い
っ
て
ト
ル
ス
ト
イ
に
心
酔
す
る
農
家
の
青

年
た
ち
と
養
鶏
組
合
を
結
成
し
て
い
る
。

ま
た
、「
生
活
の
断
片
」
の
章
の
中
で
は
、

子
等
み
た
り
生
ふ
る
家
居
の
あ
る
じ
わ
れ
四

十
路
と
な
り
て
う
べ
も
惑
は
ず

と
歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
誕
生
日
を
迎
え
た

荘
太
が
、
農
業
者
と
し
て
の
生
活
を
何
も
の

に
も
か
え
が
た
い
と
し
て
い
る
気
持
ち
を
吐

露
し
た
歌
で
あ
る
。
し
か
し
、
荘
太
は
、
令

男
と
彩
の
２
人
の
子
を
遠
山
村
の
小
学
校
に

入
れ
ず
自
分
の
家
で
教
育
し
た
。

昭
和
４
年
、
２
女
の
香
子
が
満
４
歳
の
誕

遠
山
に
移
り
住
み

田
園
生
活
を
始
め
る

生
日
を
待
た
ず
疫
病
で
急
逝
し
た
。

同
８
年
、
都
新
聞
の
文
芸
部
長
上
塚
香
信

の
好
意
で
荘
太
の
『
田
園
随
想
』
を
久
木

ひ
さ
き

今い
ま

作さ
く

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
投
稿
し
好
評
を
得
、
こ

れ
が
単
行
本
『
農
に
生
き
る
』『
晴
耕
雨
読

集
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
や
が
て
近
在
の

村
人
た
ち
も
、
荘
太
の
家
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

昭
和
12
年
、
荘
太
は
『
成
田
山
史
』
の
編

集
の
手
伝
い
を
す
る
。
同
14
年
に
は
成
田
中

学
校
の
事
務
嘱
託
と
な
り
同
時
に
英
語
、
園

芸
な
ど
の
先
生
も
兼
ね
た
。
荘
太
の
教
師
ぶ

り
は
飄
々
と
し
て
、
生
徒
が
い
た
ず
ら
を
し

て
も
全
く
気
に
し
な
い
大
人
の
よ
う
な
先
生

で
あ
っ
た
と
い
う
。
頭
の
テ
ッ
ペ
ン
が
薄
く

な
っ
て
禿
げ
て
い
た
風
貌
か
ら
「
お
っ
ぺ
し

芋
先
生
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け
ら

れ
た
。

同
15
年
９
月
、
荘
太
の
才
能
を
見
込
ん
だ

今
沢
慈
海
の
世
話
で
、
荘
太
は
成
田
図
書
館

（
現
在
の
成
田
山
仏
教
図
書
館
）
に
勤
務
す

る
。こ

こ
で
は
、
未
整
理
で
あ
っ
た
２
万
冊
ほ

ど
の
漢
籍
と
洋
書
の
整
理
の
仕
事
が
あ
っ
た
。

特
に
、
石
川
照
勤
大
僧
正
等
が
、
外
遊
の
都

度
買
い
集
め
た
洋
書
が
ヤ
マ
を
な
し
て
い
た
。

荘
太
は
、
司
書
の
綿
貫
実
と
組
ん
で
、
荘

成
田
の
文
学
愛
好
者
と

「
新
晴
」を
発
行

太
が
語
学
力
を
発
揮
し
て
洋
書
を
読
ん
で
仕

分
け
を
し
、
綿
貫
が
目
録
、
カ
ー
ド
の
作
成

に
当
た
っ
た
。

こ
う
し
て
同
21
年
６
月
ま
で
図
書
館
勤
務

を
し
た
が
、
こ
の
間
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・

Ｅ
・
ミ
ル
ズ
の
「
英
国
衰
亡
史
」
を
翻
訳
刊

行
し
、「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
の

邂
逅

か
い
こ
う

」
を
執
筆
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
の
面

目
を
発
揮
し
て
い
る
。

一
方
、
成
田
の
若
い
人
た
ち
と
の
接
触
が

深
ま
っ
て
い
く
中
で
、「
読
書
会
」
に
参
加
し

た
り
、
町
内
の
文
学
愛
好
者
た
ち
と
荘
太
が

「
発
行
に
際
し
て
」
の
一
文
を
書
い
た
荘
太
命

名
の
雑
誌
「
新
晴

に
い
ば
れ

」
が
発
刊
（
昭
和
21
年
２

月
）
さ
れ
た
。
同
人
に
は
、
長
谷
川
行
勇
、

小
野
幸
、
平
山
ま
さ
、
石
渡
松
江
、
宮
田
戊

子
、
後
藤
図
子
、
加
藤
正
敏
、
伊
藤
美
代
な

ど
20
数
名
が
加
わ
っ
た
。

こ
う
し
て
荘
太
は
、
成
田
町
や
遠
山
村
の

人
々
と
の
交
わ
り
を
深
め
地
域
の
文
化
、
文

芸
の
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
生
涯
の
大
作
と
も
言
う
べ
き

『
魔
の
宴
』
を
書
き
上
げ
た
荘
太
で
あ
っ
た

が
、
同
25
年
４
月
15
日
、
成
田
山
公
園
で
自

殺
、
そ
の
出
版
の
日
を
待
た
ず
最
後
と
な
っ

た
。荘

太
の
墓
は
、
友
人
で
あ
っ
た
安
達
晴
美

（
元
三
里
塚
郵
便
局
長
）
の
手
で
作
ら
れ
た
墓

標
だ
け
が
大
清
水
の
墓
地
に
立
ち
、
目
印
の

椿
だ
け
が
大
き
く
育
っ
て
い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

久米野に移り住んだ木村荘太と家族（昭和8年）


